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資料６ 
 

 

【報告事項】小型車両活用デマンド交通事業の実証運行の中間評価について 

                                  

１ 趣旨 

区では、路線バスの運行休止により地域の交通利便性が特に低下した西亀有エリ

アにおける新たな交通手段として、令和７年10月から小型車両活用デマンド交通

（事業呼称「かつライド」）の実証運行を行っている。  

この度、実証運行開始から１年が経過したことから、これまでの利用状況や利用

者アンケート等を踏まえた中間評価及び６月１日から実施した運行実施計画の見直

しに関する評価を取りまとめた。 

また、本格運行に向けた最終評価を実施するため、９月中旬から住民アンケート

調査を開始しており、今後、その結果を踏まえて本格運行についての最終評価を行

っていく。 

 

２ 運行概要 

 

 

 

事業呼称 かつライド 

実証運行期間 令和７年10月１日から令和９年３月31日まで 

運行方式 対象地区内の自宅と対象施設間の移動 

対象地区 西亀有一、二、三丁目、堀切八丁目 

利用対象者 どなたでも（登録不要） 

対象施設 29箇所（医療施設、商業施設、公共施設、鉄道駅、バス停） 

運行日 月～土曜日（祝日を除く） 

受付時間 ８時から１８時まで 

利用負担額 500円／１回 

運行事業者 東京無線協同組合、東都タクシー無線協同組合 

運行車両 通常営業中のタクシー車両 

区の支援 
迎車料金と運賃の合計額から利用負担額（500円）を 

差し引いた額を負担（R７負担金決算額1,961,999円） 

運行エリア 次ページのとおり 
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＜かつライドエリア図＞ 

 

 

 

３ 運行実施計画の見直し 

令和７年12月に実施した住民アンケート調査の結果を踏まえ、令和８年６月１日付 

で運行実施計画の見直しを行った。 

 

見直し内容 

〇対象施設の追加 ３箇所 

（下千葉診療所、あやせ慶友整形外科、葛飾リハビリテーション病院） 

 

 

〇受付時間の変更 ８時から18時 

（見直し前の受付時間 ９時から17時） 
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４-１ 実証運行の中間評価 

 以下の指標１～５により、実証運行の中間評価を実施する。現時点では、５つの指

標の内、指標１を除いた４つの指標が目標に達している状況である。 

 
 

指 標１ １日の平均利用件数が20件以上あること。 
 

結果 1日の平均利用件数が19.1件 中間評価 未達成 

内容 

 
令和８年７月末時点の１日の平均利用件数：19.1件 

今後の

方向性 

運行実施計画の見直し後、利用者数は増加傾向にあり、目標件数に近 

づきつつある。今後も継続的に利用状況を注視していく。 

 

 

 

指 標２ 周辺の路線バスに与える影響が小さいこと。 
 

結果 路線バスに与える影響は小さい 中間評価 達成 

内容 

・「かつライド」対象地区周辺のバス路線（綾01、有01、有57、新 

小51系統）において、実証運行前後で利用者数の比較をしたとこ 

ろ、大きな差異は見られなかった。 

・８月にバス事業者（京成バス東京）へのヒアリングを実施し、今後

の「かつライド」の実証運行継続について、同意を得ている。 

今後の

方向性 

・引き続き、対象地区周辺のバス路線の利用状況をモニタリングし、 

影響について分析を行っていく。 

・バス事業者と継続的に情報共有を行い、適宜ヒアリング等を実施し 

ていく。 
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指 標３ 利用者の移動利便性が向上していること。  

結果 利用者の移動利便性が向上している。 中間評価 達成 

内容 
 

・利用者アンケートより、「かつライドによって外出しやすくなった

」と回答した方が88％ 

・前回（令和８年３月地域交通政策特別委員会時）の中間評価では、

同割合は85％であった。 

今後の

方向性 
引き続き、回答の推移を確認していく。 

 

指 標４ 利用者の総合的な満足度が高いと判断されること。  

結果 利用者の総合的な満足度が高い。 中間評価 達成 

内容 
 

・利用者アンケートより、満足度が高い「５」及び「４」と回答した

方が73％（５点満点の採点方式） 

・前回（令和８年３月地域交通政策特別委員会時）の中間評価では、

同割合は69％であった。 

今後の

方向性 
引き続き、回答の推移を確認していく。 

 

指 標５ １つ以上のタクシーグループの協力があること。  

結果 運行事業者２社の継続意向を確認 中間評価 達成 

内容 

・「かつライド」利用者への対応は配車センター及びドライバーとも 

に円滑に実施できている。 

・通常業務と作業内容は大きく変わらず、負担はかかっていない。 

・８月にタクシー事業者（東京無線協同組合、東都タクシー無線協同

組合）へのヒアリングを実施し、「かつライド」の運行事業者とし

て、継続意向を示している。 

今後の

方向性 

次回の最終評価においても、タクシーグループの継続意向をあらため

て確認していく。 

 

R7.10～R8.7末 

R7.10～R8.7末 

（N＝3,839） 

（N＝3,965） 
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４－２ 運行実施計画の見直し後の評価 

 

■利用実績 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

  

・６月・７月は、「初めて利用した」と回答した件数が増加しており、新規利用者の増加が見られる。 
⇒運行実施計画の見直しに伴い、リーフレット等の全戸配布、自治町会回覧、SNS等による周知が
利用促進に一定の効果を上げているものと考えられる。 
・追加した対象施設への利用があること（P９参照）に加え、朝８時台及び夕方17時以降の利用
が全体の約16％を占めていることも見られる 
⇒対象施設の追加及び受付時間の拡大が利用拡大に寄与しているものと考えられる。 
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■利用者アンケート結果 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・外出のしやすさについて、「しやすくなった」と回答した割合は、見直し前の86％から見直し後は
90％となり、約４ポイント向上している。 
・「かつライド」の総合満足度について、「５」又は「４」と回答した割合は、見直し前の71％から
見直し後は78％となり、約７ポイント向上している。 
 

71% 

78% 

・６月に実施した運行実施計画の見直しについては、利用拡大に寄与しているほか、利用者
アンケートにおいても外出のしやすさ及び満足度の向上が確認されていることから、一定の効果
があったものと考えられる。 
・一方で、６月・７月の利用件数は目標件数を上回る状況となっていることから、今後は、区
負担額の増加状況と、日常生活に不可欠な移動ニーズへの対応とのバランスに留意しながら、
利用状況を注視していく必要がある。 
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５ 利用状況（令和８年７月末時点） 

■利用件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・利用件数は月ごとに増減があるものの、運行実施計画の見直し後である６月以降、比較的多
くなっている。 
⇒６月及び７月は雨天日が多く、雨天時はタクシーの利用件数が比較的多い傾向にあることか
ら、その影響があるものと考えられる。 
・曜日別では、金曜日の利用が比較的多くなっている。 
⇒他の曜日と比べて、亀有駅や綾瀬駅などの鉄道駅への移動に加え、アリオ亀有などへの週末
に向けた買い物需要が影響しているものと考えられる。 
・時間帯別では、午前中（９時台〜10時台）の利用が比較的多くなっている。 
⇒９時台〜10時台は、自宅から施設へ向かう利用が特に多く、鉄道駅への移動のほか、亀有
病院や東部地域病院などへの通院需要が高い傾向にある。 

 

N=営業日数 
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■区負担額 

 

 

 

 

 

■居住地域・行先方向 
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１月あたりの区負担額 １件あたりの平均区負担額

R8.4.20〜タクシー運賃改定 R8.6.1〜運行実施計画の見直し

・西亀有一丁目及び堀切八丁目では、人口分布と比較して、利用密度が比較的高い。 
⇒他のエリアと比べて、亀有駅や綾瀬駅からの距離が遠いことから、駅への移動手段としての利
用が多くなっているものと考えられる。 
・自宅側から施設側に向かって利用する方が多く69％を占める。施設側には特定の乗り場がな
いことや、駅ロータリー等に停車しているタクシーも利用可能なため、施設側→自宅側方向の利
用が少ないと想定される。 

令和８年５月以降、利用１件あたりの平均区負担額は約970円となっており、増加傾向が見
られる。 
⇒主な要因として、令和８年４月20日に実施されたタクシー運賃改定に伴い、１件あたりの区
負担額が増加したことが考えられる。 
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■利用されている対象施設 

 

 

 

 

 

 

 

■街区別利用件数 

 
 

 

 

 

利用件数

1 アリオ亀有 540

2 コモディイイダ小菅店 24

3 ライフ葛飾白鳥店 34

4 ベニースーパー西亀有店 1

5 ショッピングサカエ 9

6 オリンピック西亀有店 3

7 まいばすけっと西亀有1丁目店 2

8 ビッグ・エー葛飾西亀有店 1

9 業務スーパー綾瀬店 4

10 亀有病院 309

11 堀切中央病院 158

12 東京都立東部地域病院 276

大貫内科クリニック 13

13 ほしの内科クリニック 9

14 じゅんクリニック 14

15 下千葉診療所 ☆ 3

16 あやせ慶友整形外科 ☆ 62

17 葛飾リハビリテーション病院 ☆ 17

18 南綾瀬地区センター 23

19 高齢者総合相談センターお花茶屋 39

20 高齢者総合相談センター亀有 6

21 亀有学び交流館 71

22 中道憩い交流館 3

23 砂原憩い交流館 0

24 西亀有集い交流館 11

25 亀有集い交流館 15

26 亀有駅 1,517

27 綾瀬駅 1,546

28 小菅バス停 4

29 上千葉砂原公園バス停 1

4,715

施設側スポット

商
業
施

設

医
療
施
設

合計

公
共
施

設

公
共

交
通

住所 利用件数

西亀有一丁目-2 175

西亀有一丁目-7 170

堀切八丁目-18 163

西亀有三丁目-2 124

西亀有三丁目-1 102

西亀有二丁目-3 101

堀切八丁目-11 101

西亀有二丁目-35 99

堀切八丁目-9 94

西亀有一丁目-12 85

西亀有二丁目-28 76

西亀有一丁目-25 69

西亀有三丁目-8 55

西亀有一丁目-8 55

西亀有三丁目-14 53

西亀有三丁目-6 52

西亀有一丁目-19 51

西亀有一丁目-31 46

西亀有二丁目-29 43

西亀有二丁目-34 40

・綾瀬駅・亀有駅が、それぞれ全体の30％強を占め、特に多くなっている。 
・商業施設ではアリオ亀有、医療施設では亀有病院や東京都立東部地域病院、堀切中央病
院への利用が多い。 
・令和８年６月に追加された医療施設では、あやせ慶友整形外科で62件の利用があるほか、
葛飾リハビリテーション病院17件、下千葉診療所３件の利用がみられる。 

・利用者は広範囲、低密度に分布していることがわかる。利用件数が集中している箇所は主に
集合住宅が位置しており、一人当たりの利用頻度は多くないと推測される。 

・有57系統（図中の青線）が運行している地域では比較的利用が少ない。 

【表凡例】青：集合住宅 ピンク：戸建て 緑：その他 
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６ 今後のスケジュール 

令和８年 10月 住民アンケートの分析 

12月 地域交通政策推進特別委員会（最終評価について） 

令和９年 ２月 葛飾区地域公共交通活性化協議会 


